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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スペインの女性医師：仕事と家庭の両立  タイトル 1
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
現在、スペインの医師の半数以上、そして医学生の約3分の2を女性が占めています。これは、今後数十年にわたり医療分野における女性の割合が増加し続けることを意味します。このグラフは、過去数十年にわたるスペインにおける女性医師の増加傾向を示しています。その割合は、2000年代初頭の約38％から、現在では60％近くまで上昇しています。これは、スペインの医療業界において女性の割合が著しく増加していることを示しています。
 �

原文レポート（PDF）：�https://colegiodemedicos.es/wp-content/uploads/2025/10/OMC_Demografia_Medica_2025.pdf
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、2025年時点のスペインにおける専門分野別の女性医師の分布をご覧いただけます。 小児科や産婦人科では女性の割合が高く、医師の70％以上を占めています。対照的に、一部の外科系専門分野では依然として男性が主流であり、特に整形外科では女性の割合が約30％にとどまっています。これらのデータは、スペインの医療業界全体では女性の割合が増加傾向にあるものの、専門分野によって依然として大きな男女差が残っていることを示しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、女性医師の増加は、必ずしもこの職業のあらゆる側面における平等を意味するわけではない。
2023年にSantucciらによって発表された本論文では、スペインの医療分野における女性（WOMEDS）プロジェクトの結果が示されている。この研究は、スペインの医療職におけるジェンダーバイアスを体系的かつ詳細に記述・特徴づけ、その経時的な変化を監視し、ジェンダー政策の優先順位付けに貢献することを目的としている。 研究者らは、複数の情報源および選定された調査から2019年から2021年までのデータを収集した。 

データはリーダーシップにおける格差を示している。医療従事者の60％以上を女性が占める一方で、指導的立場における女性の割合は依然として低く、診療科長の約26％、学部長の27％、医学学会会長の22％しか女性が占めていない。 

主要な障壁の一つはワークライフバランスであり、これは依然としてキャリアの進展やリーダーシップの機会に影響を及ぼし続けている 


参考文献 Santucci, C., et al. 医療職におけるジェンダーの不平等：スペインの女性医師（WOMEDS）研究. Hum Resour Health 21, 77 (2023). 
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スペインは、男女平等を推進するための重要な法的枠組みを導入しました。その重要な節目の一つが、2007年に制定された「男女間の実質的平等に関する基本法」であり、この法律は、公共政策や公的機関における指針として男女平等を位置づけました。また、同法は、雇用、政治的代表、および公的機関における男女平等も推進しています。 
もう一つの重要な政策は、母親と父親の育児休暇を平等にする制度の導入であり、これは育児の責任を分担し、子育てが女性のキャリアに与える影響を軽減することを目的としている。
さらに、多くの公的機関や企業は、差別を削減し、女性のキャリア機会を向上させることを目的とした男女平等計画を策定・実施することが義務付けられている。 
これらの政策は他の多くの国と比較して比較的進歩的ですが、キャリアアップへの実際の影響については、依然として評価が必要です
参考（スライド上の小さな文字）：スペイン男女平等法、EIGE。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スペインでは父親の育児休暇が段階的に拡大され、2021年には母親と父親の育児休暇がそれぞれ16週間の全額支給休暇として同等に設定され、最近ではさらに育児休暇が拡大されました。現在、両親それぞれが19週間の有給休暇を取得できるようになっています。その目的は、育児の分担を促進し、キャリア形成における男女間の不平等を解消することにあります
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
「現在、両親はそれぞれ19週間の有給休暇を取得する権利があり、その一部は出産直後に取得し、残りの期間は赤ちゃんが生後1年以内に柔軟に利用することができます。」
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
育児休暇に加え、スペインの医師やその他の労働者には、仕事と家庭生活のバランスを取るためのいくつかの制度が設けられています。親は、1日の労働時間をわずかに短縮して授乳休暇を取得したり、子供が12歳になるまで労働時間の短縮を申請したり、子供が3歳になるまで雇用保障付きの無給育児休暇を取得したりすることができます。

こうした制度は、特に女性医師にとって、ワークライフバランスの向上に寄与しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スペインと日本を簡単に比較してみると、興味深い違いが浮かび上がってきます。�スペインは女性医師の割合が高く、両親双方に対して比較的充実した育児休暇制度を導入している。�日本では、女性医師の数は増加しているものの、医療従事者全体に占める女性の割合は依然として低く、過酷な労働条件や家庭の責任のために、長期的なキャリアを維持することが難しいと訴える女性も多い。�こうした比較は、文化や制度的な要因が医療分野における男女平等にどのような影響を与えているかを浮き彫りにしている。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
スペインの医療界は、女性の割合が非常に高い職業である �
こうした進展にもかかわらず、特に上級職や管理職においては、依然として男女間の不平等が残っている �
スペインは、母親と父親に同等の休暇を認める、最も進歩的な育児休暇制度の一つを導入しており、ワークライフバランスを支援し、ジェンダー平等を推進している
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